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All Japan High School Forum 2024 

2024年度全国高校生フォーラムに出場！ 

全国高校生フォーラムへの参加は私に大きな刺激を与えました。今では「行って良かったな」ととても感じています。全国各地から来た高校生の素晴らしい発表を自分の目で見

て、その空気感を感じ取ることができたことは、今の自分にとって大変大きな成果となりました。また、様々な地域の高校生たちともディスカッションを通して交流することがで

きました。今後もこのような機会があれば、失敗を恐れず挑戦し続けたいと思います。                                       三原                          

 

 

 

 

 

今回は予選通過の 8校には入れず残念な結果でしたが、今までの努力が報われたような、とてもすっきりした気分になれました。生徒交流は他校の生徒と組んで社会の幸福につ

いて英語で話しました。自分にはわからない単語が飛び交っていて、雰囲気で内容をくみ取って話していたので、もっと英単語を覚えないと、と強く感じました。周りのレベルの

高さを直に感じ、もっと頑張ろうと思うことができたのでいい機会になりました。                                         新田 

準備段階で情報を集める際には大阪出入国管理局の方にご協力いただき、難民の方の知識や情報を教えていただいたり、農家の方にインタビューをしたりして実際の意見を聞い

て提案を考えました。農家の方は海外の人に対してあまり良い印象を持っていないことがわかりました。しかし、フィリピン、スリランカ、フランス、イギリスの方々にアンケー

トを取った結果、「日本に来たい」と思っている人がほとんどでした。そこで日本人の海外の人に対しての印象を変えることができればお互いにお互いを受け入れると考え、次の提

案を行いました。「日本の農家の家に難民の方を受け入れ、農業を通して日本人の海外の人に対する偏見や先入観をなくす取り組み」です。この提案は何度も話し合って話がかみ合

わなくなったり、時に言い合いになったりしたこともありましたが、何とか話をまとめて一つの意見にすることができました。                      江川 

 

12月 15日(日)、国立オリンピック記念青少年総合センターにて「2024年度韓全国高校生フ

ォーラム」が開催され、本校から１年生４名が出場しました。このフォーラムは、文部科学省が実

施しているWWL（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシアム構築支援事業及びスーパーグ

ローバルハイスクール(SGH)ネットワーク(SGHN)に参加する高校生が、日頃取り組んでいるグロ

ーバルな社会課題の解決方法や提案等をポスターを用いてプレゼンテーションする（ポスターセッ

ション）とともに、生徒交流会にてディスカッションを行うというものです。いずれもすべて英語

で行われ、北は北海道、南は沖縄、そして台湾の 113校の高校生が一堂に会しました。 

非常に優れたプレゼンテーションや活発なディスカッションに大いに刺激を受け、自身の成長に

繋がる貴重な経験となりました。 

【参加生徒】 1年  江川 茉那  寺井 敦基   新田 彩乃  三原 菜結 

ポスター発表要旨 

このイベントで大きなインプレッションを受けたのは、参加した皆さんの着眼点の面白さと、洗練されたプレゼンテーション能力です。私達は、耕作放棄地と難民の増加が深刻

な問題になっていることを提起しました。一方、面白い発表では、身近に感じられる課題にデータや統計を取って、解決案を提示していました。その発想や、実験に至るまでの動

機が非常に印象的でした。日頃から、家族や友達、クラスメートの小さな悩みに寄り添って、一緒に解決できるようになりたいです。また他の参加した皆さんの話し方は、本当に

素晴らしかったです。英語の流暢さは言うまでもなく、表情や抑揚には本当に脱帽しました。自分と彼らの違いをしっかり見極め、自分の成長に繋げていこうと思います。 寺井  

 


